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1 は じ め に

農業経営の大規模化は家族全体の労働量や農業労働の質

に変化を与え,こ れが生活にも影響してくるので,労働の

計画的配分や家族間調整が重要になる。従って,大規模経

営農家の生活について生活時間構成や役割分担の視点で間

題点や課題を検討し,それに応じた生活改善方策を提示す

ることが目的である。

2調 査 方 法

(調査対象) 羽黒町中川代の複合経営農家 3戸
(調査項目) ・ 1年間をとおして農作業時間

・農繁期 (稲収穫期)の生活時間
・営農目標,生活目標,余暇の充足度

(調査地域の概況)

調査対象の羽黒町泉地区は庄内平野の東南に位置し,羽
黒山,月 山の裾野にひらけた扇状地でゆるやかな平地を呈

している。地区の総農家数は660戸で,う ち専業48戸 (73
%),第 1種兼業は303戸 (459%).第 2種兼業は309戸
(468%)で あり,専業と第 1種兼業の割合が比較的多い。
基幹作物は水稲であるが,他に野菜.果樹,畜産との複合

経営に中核的農家を中心に意欲的に取り組んでいる。

雇用状況については,規模の大きい稲作農家では,稲の

育苗,耕起.田植,稲刈に雇用を入れている。一方,野菜
ではアスパラガス,メ ロン,赤かぶの収穫作業に大量の雇

用を導入している。規模の大きい農家では保有労力の限界

を感じており,複合経営をどう組み立てるかが大きな課題

である。

3 調査結果及び考察

(0 生活時間調査結果
1)A農家 {水稲+野菜+枝物花木,2夫婦 3世代・

育児期)

農繁期 (稲収穫期)の生活時間をみると,経営主の農業
労働時間は10時間 3分である。妻は農業労働時間が 8時間

39分 ,家事労働が 4時間 6分で,父の農業労働時間は 9時

間26分である。家事は母が主担当であるが,妻は育児にか

かるため,妻の総労働時間は12時間45分 と長 、ヽ
2)B農家 (水稲+乳牛+野菜+山菜,2夫婦 4世代・
教育前期)

農繁期の経営主の農業労働時間は10時間26分 ,家事時間
9分である。妻 (会社員)の農業労働時間 (農業就業日)
は6時間10分,家事時間 5時間10分で,父の農業労働時間
は9時間30分である。家事は母が主担当であるが,妻は農

外勤労しているため,休日には家事が集中している。
3)C農家 (水稲+野菜,2夫婦 3世代・教育前期}
農繁期の生活時間をみると,経営主,妻 ,父ともに農業

労働時間に無理がない。経営主と妻の労働時間のバランス

もよく,家事時間も確保されている。家事は母が主担当で

あり,分担がうまくいっていると考えられる。しかし,家族

保有労働量は現状がピークであり,あ と数年で父母が高齢化

し,家族保有労働量が減少すると考えられる。従って,そ
の準備として,長期の農作業計画をたてておく必要がある。

(勿 農作業時間調査結果
1)農作業時間分析,休日取得状況 (A農家の場合)
A農家の月別農作業時間について作目ごとの構成比をみ

ると,水稲作に労力のかかる5月 と9月 の間に,6～ 8月
にアスパラガスとメロン,10～ 11月 に赤かぶ,11～ 3月 の

枝物花木の収穫と出荷というように,年間の労働配分を考

えてうまく組み合わせている。

しかし, ライフサイクル別労働配分指標に従い, 1か月
の家族保有労働量を平常期で500時 r・tと みると,こ れ以上

の労働時間が必要なのは5～ 8月 と10月である。農繁期は

650時間を限界とすると,5月 と8月 が基幹労力 3人では

不足する。

家族員それぞれの 1日 の農作業時間別日数をみると,全

体的には3人とも10時間を越える日はliと んどない。しか

し,休日の取得状況をみると,経営主は4, 5, 8月 に 1
日も休日のないのが実態である。

農業は季節性が強いという特徴がある。農繁期には長時

間労働日が続き,定期的な休日がとれないのが見伏である。
しかも,経営の複合化に伴っていわゆる「農繁期」が長期

化している。身体的にも精神的にも緊張が続くことにより,

疲労感を強く感じていると考えられる。地区で実施したア

ンケート調査結果では「農休日Jを「是非必要」と答えた

人が全体の57%と 多い。調査対象農家でも「年中忙しい」

という意識を強く持っており,改善を望んでいる。
2)企画管理労働時間
A,B,C農 家の農繁期の農業労働時間のうち企画管理
労働時間の占める割合は大きく (3～ 25%),農家の保有
労働時間を設定する際,企画管理労働時間を考慮すること

は重要である。企画管理労働時間には「会議等の出席J

「記帳」「作業打合せ」「計画Jの時間が含まれる。

4 ライフサイクルに基ずく長期の農業・生活設計

以上の結果から,大規模経営農家の生活改善方策として,

家族労力や資金運用をお、まえた長期生活設計を樹立し,経
営設計に結びつけることが重要と考えられる。
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調査農家 3戸について必要家計費と家族保有労働量及び

所得の具体的データを示しながら,ラ イフスタイルに基ず

く長期の農業・生活設計総括表を提示した。

0)「家計費」の算出は「平成元年度山形農試新しい技術
情報―家族構成別実態家計費診断システムJ一覧表による。
②  「経営内容」は経営管理モデル (ACRIPLAN―
平成 3年度山形農試経営部開発改良版)を用い,農家の家
族構成,農業就業状況,経営状況,営農目標に応 して,以
下の設定条件 (①年次ごとの労働時間②経営規模③作付面

積・頭数)のなかで最大所得を得るための作日の組み合わ
せを試算 した。

(3)「家族保有労働量Jの算定方法は1カ月25日 を労働

日とし,家事時間を含む労働時間を平常期は 1日 8時間 ,
農繁期は1日 10時間を限度とした。そのうち,家事,育児
時間は夫婦主体の場合は主婦の,2夫婦の場合は主婦と嫁
のそれぞれ 2時間 (育児期は嫁のみ 4時間)と した。
(41「農業所得」はアグリプラン (経営管理モデル)を
用いて試算した。

15)「農家経済余剰」とは,農家総収入―農家総支出を

表す言葉であるが,こ こでは農業所得―償還額―租税公課

諸負担―実態家計費総額の金額を示した。従って実際には,

農家の農外所得,年金等の他の収入と,経常家計費以外の

臨時費,農業改善資金等の他の支出も合わせて算出してお
くことが必要である。
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